
日本気象学会
昭和40年度秋季大会

会　期：昭和40年12月1日（水）2日（木），3日（金）

会揚：気象庁講堂（第1会揚）および第1会議室（第2会場）
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大会行事予定表

1．会　場

2．会　期

3．行　事

気象庁講堂（第1会場）

気象庁第1会議室（第2会場）

12月1日（水），2日（木），3日（金）

下記の通り

行 事 日 時

大会（研究発表）

〃　　　　　　ノク

全国理事会

（両会場）

　　！グ

（第2会場）

12月1日（水）9：30～12：00
　　　　　　13’：00～17：00

　　　　　　17：30～

大会（研究発表）　　　（両会場）

〃　　　　　　〃　　　　　　　　　　　　　〃

シンポジウム（成層圏気象）（第2会場）

懇親会

12月2日（木）9：30～12：00

　　　　　　13：00～14：00

　　　　　　14：00～17：00

　　　　　　17：30～

大会（研究発表）

ノク　　　　　　ノグ

！グ　　　　　　ノグ

（第1会場）

（第2会場）

（両会場）

12月3日（金）9：30～12：00

　　　　　　　9：30～12：15

　　　　　　13：00～17：00

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　大会委員長仁科伸彦

なお　12月3日（金）大会の研究発表終了後第2会場で雲物理のInformal　Meetingが開かれます．

　　　　　　　　　　　　　　　研究発表についての注意

1　研究発表題目および研究発表要旨に記載された講演時間は，講演者自身の発表にあてられる時

　間で，討論時間を含んでいません．質疑討論は各発表後一題につき3分以上を予定していま

　す．

2第1会場は会揚が広いので，研究発表にビラを使用するときは遠くから見やすく書くようにご

　配慮下さい．

30 、天気”12．10．
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研究発表内容一覧

1日　午前
　　午後

2日　午前
　　午後

3日　午前
　　午後

第1会揚 第2会場
総観気象

総観気象（メソスケール）
測　 器
乱流・大気汚染

気候・長期予報

気象災害・波浪
　　　放　 射
　　　大気放射能
シンポジウム（成層圏気象）

気象衛星

力　学

気象電気

レーダー・雲物理

大会（研究発表）座長

1日　午前
　　午後

2日　午前
　　午後

3日　午前
　　午後

第1会場 第2会場

沢田竜吉
大沢綱一郎

吉野正敏

清水逸郎
小倉義光
井上栄一

和田英夫
河村　 武

　　　関原　 彊
　　　神山恵三
（シソポジウム）北岡竜海

山元竜三郎
伊藤　 宏

柳井迫雄

北川信一郎

小平信彦
樋口敬二

　　　一㎜』一一一　◇

成層圏気象に関するシンポジウム（第2回）

1・会　　期　　第2日（2日）　　　14：00～17．00

2・会　　場　　　第2会場

5・座　　長　　　北岡竜海（気象庁予報部）

4．話題提供

　ω　杉本　豊（東京航空気）：冬季末における成層圏昇温の総観解析

　（2）関口理郎（気象庁高層）：成層圏循環とオゾソ

1965年10月 51
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研　究　発　表　題　目

　第1会場第1日（1日）9時30分～12時

　　　　　　　　　総観気象座長沢田竜吉
101・林英之介・三浦睦広・新津和雄（宇宙開発推進本

　　　部）：S－B・ケットの試験結果にっいて（1965．

　　　6月打上げ）（12分）（スライド）

102・馬場邦彦・小西理一・斎藤　充・福沢　章・中城

　　　忠守・安藤雅之・岩田　志・藤井和敏（日本水

　　　産）：南半球の地上月平均気圧とその変動の傾向

　　　について（12分）（スライド）

103・石原健二・野口敏正・中村　勝・土屋　清・普世

　　　泰吉・有倉順良（気象庁予報）：日本における豪

　　　雨の解析と予報（第1報）一昭和39年7月18日の

　　　山陰地方の豪雨一（12分）（スライド）

104・飯田睦次郎・竹内衛夫（気研予報）：寒冷渦の解

　　　析（第2報）（12分）（スライド）

105・小沢正（気研予報）：豪雨時の渦度場について

　　　（丑）（12分）（スライド）

106・中田良雄（高層気）：日本付近上空大気の解析的、

　　　研究（皿）一定常的季節変化一（12分）（スライド）

107・大井正一（気象庁予報）：週間予報について（1）

　　　（12分）

108・大井正一（気象庁予報）：予想天気図作成につい

　　　て（2）（12分）

　第1会場　第1日（1日）13時～17時

総観気象（メソスケール）座長　大沢綱一郎・吉野正敏

109・松本誠一・二宮洗三（気研予報）：大型ジエット

　　　機観測資料による，弱い季節風下における日本海

　　　々上の雲の発生と気団変質についての解析（12分）

　　　（スライド）

110・瀬下慶長（東京管区）：豪雪時の局地解析一前線

　　　に伴う空気の循環について一（12分）

111・力武恒雄（気象大）：豪雪に関する局地解析（12

　　　分）（スライド）

112・宮沢清治（新潟地気）：中規模のうず性擾乱につ

　　　いて（12分）

ユ13・中野東吾（金沢地気）：昭和39年7月18日金沢付

　　　近の集中豪雨の解析（12分）

114．中山　章（東航気）：ジェット軸上の小強風核と

　　　対流雲の発達（12分）（スライド）

115・武田喬男（名大理）：鉛直シアーをもっ風と，
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　　　　　　第1日（1日）9時30分～12時

　　　　　　　　　　測器座長清水逸郎
201．矢崎好夫（気研測器）：大気含水量の絶対測定に

　　　ついて（12分）（スライド）

202．佐橋　謙（京大理）：湿球温度計の応答にっいて

　　　（12分）（スライド）

203．小林寿太郎・北原福二（気研高物）：カーボソ皮

　　　膜電気湿度計の特性にっいて（10分）（スライド）

204．外山芳男・小林寿太郎（気研高物）：沃度カリ方

　　　式オゾンゾソデについて（第2報）（10分）（スラ

　　　ィド）

205。内田正昭（前橋地気）：風速計の変更と風速の永

　　　年変化が注意報，警報の基準に与える影響にっい

　　　て（12分）

206．光田　寧（京大防災研）：微風用風向計の試作に

　　　ついて（12分）（スライド）

207．奥田　穣・当舎万寿夫（気研台風）・根本　茂

　　　（気研測器）・宮沢　久・清水良次・磯川　昭（沖

　　　電気）：位相差方式による超音波風測音度計にっ

　　　いて（12分）（スライド）

第2会場

第2会場第1目（1日）13時～17時
　　　乱流・大気汚染　座長　小倉義光・井上栄一

208．

209．

210．

111．

212．

213．

214．

215．

相馬清二（気研物理）：地形模型実験の乱れ（12

分）（スライド）（16ミリ映画）

水間満郎（京大原子炉）：超音波風速計による風

速垂直成分の測定値について（豆）（12分）（スラ

ィド）

塩谷正雄，新井秀雄（鉄道技研）：台風6420号

の乱流構造（12分）（スライド）

塩谷正雄（鉄道技研）：強風時の乱流場における

等方性にっいて（12分）（スライド）

山本義一・近藤純正・森田満寿男（東北大理）：

野尻湖の蒸発（第1報）（12分）（スライド）

横山長之（気象庁測候）：水面からの熱の鉛直輸

送問題への乱流論的相似則への応用（12分）

日野幹雄（電力中研）：英国法気象安定度にっい

ての二三の検討（12分）（スライド）

山本義一・島貫　陸・安田延寿（東北大理）：安

黛天気”12．10．



　　　雨を伴う対流雲一数値実験一（12分）（スライド）

116・井村宇一郎・百瀬秀雄・待井一男（松本測）：松

　　　本平の霧（12分）

117・飯村定夫（水戸地気）：水戸の霧について（12分）

118・堤庸夫（銚子地気）：冬季における千葉県の強

　　　風と富士山の風にっいて（i10分）

119・舟田久之（富山地気）：富山県の海陸風について

　　　（12分）

120・杉本文男（横浜地気）：夏期の局地降雨にっいて

　　　（10分）（スライド）

121・元田雄四郎（九電研）：雨量の局地性について

　　　（12分）（スライド）

122・星野常雄（富崎浪旺）：（続）天気のエソト・ピーに

　　　よる天気の局地性評価の試み一日本の天気のエソ

　　　トロピーについて一（12分）

　第1会場第2日（2日）9時30分～12時

　　　　　　　気候・長期予報座長和田英夫
123．正村史朗（名古屋市）：太陽活動における一っの

　　　新らしい周期法則と120年気象周期について（12

　　　分）

124．須田滝雄（気象大）：太陽活動の影響として見た

　　　気候の長週期変動（12分）（スライド）

125・須田滝雄（気象大）：長週期変動から推測される

　　　今後の気候の特徴（12分）（スライド）

126・山本武夫（山口大）：極東季節風の10年平均値の

　　　変動と北半球大気環流との関係（12分）（スライ

　　　ド）

127・吉野正敏（東教大理）：東アジァにおける雨期の

　　　4段階について（E）一雨量分布について一（12

　　　分）（スライド）

128・広瀬元孝（気研予報）：500MB緯度平均値の季

　　　節予報（12分）

129・土屋厳（気象庁図書）：梅雨期（6，7月）のブ

　　　・ッキソグ現象と日本の気候特性（12分）（スラ

　　　ィド）

130・福井英一郎（東教大理）：降水型による気候区界

　　　の決定一裏日本気候の場合一（12分）（スライド）

1965年10月
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　　　定度を老慮した時の大気摩擦層にっいて（12分）

　　　（スライド）

216．光田　寧（京大防災研）：地面近くまでの渦度の

　　　性質にっいて（12分）（スラィド）

217・武田京一（九大農）：粗度パラメーターと零面変

　　　位について（12分）（スライド）

218．今井和彦（原研）：煙の幅と濃度分布との関係に

　　　ついて（12分）（スライド）

219．武井久徳（東京航空地気）：東京国際空港におけ

　　　る気温の鉛直分布にっいて（12分）（スラィド）

220．箕輪年雄（横浜地気）：接地気温逆転層の一特性

　　　について（10分）（スライド）

221．島田義一（尾鷲測）：尾鷲地域の気象と大気汚染

　　　（12分）（スライド）

222・小西敏夫（大阪市立衛研）：大阪市内及び周辺地

　　　区における日射中，紫外線及び赤外線強度の比較

　　　測定にっいて（12分）（スライド）

223．鈴木義男（東京航空地気）：東京国際空港におけ

　　　る視程と大気汚染（12分）（スライド）

　　　　　　第2日（2日）9時30分～12時］

　　　　　　　　　　放　射　座長　関　原　　　彊

224．嘉納宗靖（気研高物）：混濁大気のglobal　radi－

　　　ationとalbedoについて（12分）（スライド）

225．関原　彊・鈴木　正・小川芳雄（気研高物）：日

　　　照と日射の相関関係にっいて（12分）（スライド）

226・山本義一・田中正之・紙谷和夫（東北大理）：赤

　　　外放射の伝達に及ぼす雲の影響（丑）（12分）

　　　（スライド）

227．広野幹彦（東北大理）：CO215μ帯の吸収の圧

　　　力効果（12分）（スラィド）

228．藤本文彦（気象庁測候）：冬期の夜間放射につい

　　　て（12分）

229．佐藤隆夫（長崎大）：上空における散乱光（W）

　　　（12分）（スライド）

230．佐藤隆夫（長崎大）：第三次散乱に於ける偏向角

　　　理論（1▽）（12分）（スライド）

231．佐藤隆夫（長崎大）：任意方向に傾斜せる平面の

　　　数理日射（12分）（スラィド）

第2会場

53
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　第1会場第2日（2日）13時～14時

　　　　　　気象災害・波浪座長河村　武
131．野沢定雄（上毛新聞社）：群馬県に影響した台風

　　　による人的被害（12分）

132．奥田穣（気研台風）・知花正宏（東京農大）：

　　　農地および土木施設の被害と雨量との関係につい

　　　て一台風災害の研究（第3報）一（12分）（スライ

　　　デ）

133．篠原久男（八丈島測）：脈動の記録による波高の

　　　推定（12分）

134．石井徳治（長津呂測）：石廊崎における波のスペ

　　　クトルと伝播にっいて（12分）

　第1会場第3日（3日）9時30分～12時

　　　　　　　　　気象衛星　座長　山元竜三郎

135．渡辺貫太郎（神戸海洋）：気象衛星写真地図化の

　　　ための，ラソベルト円錐投影地図の任意頂角円錐

　　　面への光学的変換法（12分）（スライド）

136．渡辺貫太郎（神戸海洋）：タイ・ス5号より見た

　　　1962年8月後半期における諸台風の経過（12分）

　　　（スライド）

137．神子敏朗・岡野光也（気象庁通報）：人工衛星の

　　　雲写真による衰弱中の熱低の研究（12分）（スラ

　　　ィド）

138．　二宮洗三（気研予報）：TIROS　IVによる日本海

　　　上の雲の分布の解析（12分）（スライド）

139．土屋　清（気象庁予報）：冬の季節風時の日本付

　　　近の雲のcase　study（12分）（スライド）

140．土屋　清（気象庁予報）：北陸，東北地方の降雪

　　　の機構（10分）（スライド）

141．土屋　清（気象庁予報）：気象衛星放射データー

　　　による乾燥地帯の表面温度，変化，アルベードの

　　　調査（case　study）（10分）（スライド）

141a．駒林誠（名大理）：惑星における蒸気大気と海注

　　　との1成分2相系の安定性について（12分）（ス

　　　ライド）

54

　第2会場第2日（2日）13時～14時

　　　　　　　　　　　大気放射能、座長　神山恵三

232．川野　実・その他（名大工）：放射性イオソの形

　　　成（丑）（12分）（スライド）

233．矢野直（気研応用）・朝来野国彦（都アイソト

　　　ープ研）・前橋紀恵子（気研応用）：自然放射性

　　　同位元素によるイオソ・レンジ粒径粒子の沈着に

　　　ついての考察（12分）（スライド）

234．朝来野国彦・篠崎善治（都アイソトープ研）・矢

　　　野　直（気研応用）：R％生成物の．aeroso1への

　　　附着にっいて（2）（12分）（スライド）

235．角川正義・人見清一・片桐　浩（原研）：放射性

　　　塵埃の沈着速度の季節変化について（12分）（ス

　　　ライド）

　第2会場第2日（2日）14時～17時

　　　　シンポジウム（成層圏気象第2回）

　　　　　　　　　　　　　　座長北　岡　竜　海

　　　杉本　豊（東京航空気）：冬季末における成層圏

　　　昇温の綜観解析（スライド）

　　　関口理郎（気象庁高層）：成層圏循環とオゾソ

　第2会場第3日（3日）9時30分～12時15分

　　　　　　　　　気象電気座長北川信一郎
236．小川俊雄・安原通博・田中良和・三浦輝夫・飯

237．

238．

239．

240．

241．

242．

243．

博行・井上隆義（京大理）：雷放電からのELF

電磁放射（12分）

前川紘一郎・小川俊雄（京大理）：雷雲から上層

への電流分布（12分）（スライド）

小川俊雄・山下喜弘（京大理）：都市のいろいろ

の場所での空中電場変動にっいて（12分）（スラ

ィド）

関川俊男・藤原　紘（東理大理）：電離平衡を利

用しての大気中のAerosolの粒径分布の最大確

率値の決定（12分）（スライド）

川野　実・池辺幸正（名大工）：大気中の電離平

衡に及ぽすエァ・ゾルの影響（豆）（12分）（スラ

ィド）

中谷　茂（電気試）・関川俊男（東理大）：放射

性エァ・ゾルの易動度分布にっいて（12分）（ス

ライド）

高橋　勘（名大理）：暖かい雨の電気（中間報告）

（12分）（スライド）

孫野長治（北大理）・織笠桂太郎（室工大）：降

雪による地上電場の擾乱について，その3（12分）

、天気”12．10・



　第1会場第3日（3日）13時～17時

　　　　　　　　力　学　座長　伊藤　宏，柳井迫雄

142・大井正道（大阪学芸大）：帯状流地形性擾乱の摩

　　　擦による影響（12分）

143・瓜生道也・宇加治一雄・沢田竜吉（九大理）：回

　　　転流体における波動の形成と熱輸送の関係にっい

　　　て（12分）（スライド）

144・山崎　武・孫野長治（北大理）：寒気の吹き出し

　　　のハナに関する模型実験（12分）（スライド）

145・孫野長治・山崎　武（北大理）：日本海の列状雲

　　　のモデル実験　その二（12分）

146・竹内政夫・孫野長治（北大理）：渦状雲のモデル

　　実験　その二（12分）（スライド）

147・曲田光夫（気研予報）：山越気流について（12分）

148・大西外史（東北大理）：地表風の研究　1　地形

　　　の効果（12分）（スライド）

149。松島　晟・沢田竜吉（九大理）：内部重力波によ

　　　るエネルギー伝播にっいて（12分）（スライド）

150・正野重方・山岬正紀（東大理）：積雲対流による

　　潜熱の放出を含めた場合の2次波の安定性（12分）

151・岸保勘三郎（気象庁電計）：有限撮幅の擾乱に関

　　する安定度（12分）（スライド）

152・沢田竜吉（九大理）：大気太陰潮に及ぽす海の潮

　　汐の影響（12分）（スラィド）

　　＊ライフォールァウトの季節変化・日変化（12分）

　　　（スライド）

262・三宅泰雄・角皆静男・久保田玲恵（東教大理）：

　　短寿命ラドン娘核種によるrainoutおよびwash－

　　　out過程の研究（12分）（スラィド）

　第2会場第3日（3目）大会研究発表終了後

　　　　　　　　雲物理　Informal　Meeting

　　福田矩彦（RadioPhys．Lab．，C．S．1．R．0．，Syd－

　　ney）：最近の有機氷晶核研究の展望（スライド）

1965年10月

555

　　　（スライド）

244・志尾　弥・孫野長治（北大理）：温度差のある氷

　　　の摩擦実験（12分）（スライド）

245・菊地勝弘（北大理）：氷の融解の際の電気発生に

　　　及ぽす気泡の役割にっいて（皿）（12分）（スラィド）

246．中村秀臣・孫野長治（北大理）：氷の融解時に放

　　　出される気泡の振舞にっいて（12分）（スライド）

　第2会場第3日（3日）13時～17時

　　　　レーダー・雲物理　座長　小平信彦・樋口敬二

247。柳沢善次・荒井慶子（気研台風）：北陸豪雪のレ

　　　ーダー解析（10分）（スラィド）

248．

249．

250．

251．

252．

253．

254．

255．

256．

257．

258．

259．

260．

261．

坂上　務（九大農）：梅雨のレーダー観測（12分）

（スライド）

立平良三（東京管区）：富士山レーダーによる顕

著なエコーについて（12分）（スライド）

深津林（名古屋地気）・平野保（伊良湖測）：

レーダー反射因子Zについて（12分）

今井一郎（気研台風）：ブライトバソドの乱れに

ついて（12分）（スライド）

岸田恭允（九大農）：対流性降水の初期レーダー

・エコーについて（第2報）（12分）（スラィド）

孫野長治・田沢誠一・葛西俊之（北大理）：石狩

平野の降雪の綜合観測（1965年）（12分）（スライ

ド）（16ミリ映画）

丸山晴久・北川寿江（気研応用）：比較的うすい

雲からの降水にっいて（12分）（スライド）

藤原美幸・市村市太郎・柳瀬利子（気研台風）：

北陸における層状雲による降雪にっいて（12分）

（スライド）

藤原美幸（気研台風）・小山多喜子：ハワイにお

ける雨滴の粒度分布の観測（12分）（スライド）

樋口敬二（北大理）：雪の結晶の数と氷晶核の数

との比較（12分）（スライド）

小野　晃（東大理）：氷晶核による氷晶形成過程

の物理的化学的考察（12分）（スライド）

丸山晴久・北川寿江・山路　勲（気研応用）：自

然氷晶核の電子顕微鏡による研究（12分）（スラ

ィド）

駒林誠（名大理）：ハワイ島における雨水の

粒度別塩濃度の時間変化及び雨水電導度ゾソデ飛

揚によりえられた雨水塩濃度の高度変化について

（12分）（スライド）

鳥羽良明・田中正昭（京大理）：海塩粒子のド＊
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研　究　発　表　要　旨

第1会場第1日（1日）9時30分～12時

　101・林　英之介・三浦睦広・新津和雄（宇宙開発推

　　　進本部）：S－Bロケットの試験結果について

　　　（1965年6月打上げ）（12分）（スライド）

　科学技術庁は強化プラスチック製の機体構造を有し，

気象観測に用いるための装備をほどこした固体・ケット

を開発しており，1965年6月に高層大気中における新設

計ノーズコーン分離機構の機能試験およびパラシュート

開傘機能を確認するため，飛しよう試験を行なった．・

ケット発射よリノーズコーソ分離に至るまでの飛しよう

経路およびノーズコーソ分離後パラシュート放出，開傘

後の降下経路を算出し，上層の風向，風速を算出すると

ともに，パラシュート降下中の大気温度分布をエレメー

ターにて測定した．この結果を報告する．

　102．馬場邦彦・小西理一・斎藤　宅・福沢　章・中

　　　城忠守・安藤雅之・岩田　志・藤井和敏（日本

　　　水産）：南半球の地上月平均気圧とその最近の変

　　　動の傾向について（12分）（スライド）

　南半球の地上解析を，捕鯨シーズンにあたる12月より

翌年の3月まで4ケ月間，1959年より1965年まで6ケ年

にわたって行ない，その結果を月毎に平均し，これを一

応の基準と考え，これと各年の月平均を比較した．比較

の方法は，（1｝気圧の偏差分布，（2）緯度平均気圧，（3）

△P×cosecψであらわした地上循環の東西成分，等で

ある．これらの結果から色々なことがわかったが，特に

IQSYにあたる最近の変動は北半球と非常によく対応す

る面がある．調査対象期間が短いため考察をこ㌧ろみる

にはまだ早い．とりあえず事実をここに報告する．

　103．石原健二・野口敏正・中村　勝・土屋　清・普

　　　世泰吉・有倉順良（気象庁予報）：日本における

　　　豪雨の解析と予報（第1報）一昭和59年7月18日

　　　の山陰地方の豪雨一（12分）（スライド）

　昭和39年7月梅雨期の山陰地方豪雨のcase　studyを

おこなった．解析の結果，低気圧発達の場において，い

ちじるしい地衡風偏僑と湿舌の流入が米子ふきんに見ら

れた．その時の上昇気流を，運動学的方法，断熱法，渦

度法により計算して検討した結果，実測の豪雨に相当す

る上昇気流がたしかめられた．

　104・飯田睦治郎・竹内衛夫（気研予報）：寒冷渦の解
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　　　析（第2報）（12分）（スライド）

　前報告に引続き，昭和38年1月21日～24日に互る期間

について，極東の範囲内の力学的解析を行った．

　この期聞は38．1北陸豪雪の期間である．特に，寒冷

渦の力学的構造，その変遷，ブ・ッキソグ作用の進行と

の関連性等，解析された結果を報告する．

　又，寒冷渦をめぐるエネルギーの収支を解析し，寒冷

渦の変遷と，それらとの関連にっいて，併せて報告す

る．

　105．小沢　正（気研予報）：豪雨時の渦度場について

　　　（五）（12分）（スライド）

　しばしば豪雨期間中のpattemの予報がむずかしいと

されている．そこで解析の面から渦度方程式の各項の検

討をおこなって見た．

　さきに豪雨期間にっいて，本邦附近の実測風および混

合比の解析から力学的計算雨量分布と実測雨量分布とが

極めてよい対応があることを示めした．そのような平常

より強い上昇流の分布がある場合にっき，豪雨期間中の

個々のcaseにっいて，渦度方程式の各項の役割を検討

して見た．

　106．中田良雄（高層気）：日本付近上空大気の解析的

　　　研究（豆）一定常的季節変化一（12分）（スライド）

　日本のゾソデ観測資料について，1956～1960年の5年

平均値を用い，各月平均値の季節変化を分析検討する．

任意地点の月平均値F観を

　F観……Fo十Fα・観十Fsα・m十F‘α・m十Fgα・耽十」F2．mとおく．

　．F。はその地点の定数，Fαは1年周期項，F8αは1／2

年周期項，瓦。は1／3年周期項，F卯は1／4年周期項，

F2は2か月周期項である．

　等圧面高度および気温にっいて調和分析を行い，各項

の月別高度断面図を描いて，定常的な季節変化の様相を

明かにした．

　107．大井正一（気象庁予報）：週間予報について（1）

　　　（12分）（スライド）

　今日週間予報では波数分析，インデックス分析，ジェ

ット解析，600E40。Eシーケソス，ゾーナルウニーブ

の追跡，等の方法が綜合的に用いられている．私はこれ

に更に北半球地上，上層，成層圏天気図における気圧系

、天気”12．10．
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の追跡法及び140。Eにおける各層の気圧のシーケソス

の推積をっけ加えて見た．今回は梅雨盛夏型秋型の推移

にっいて行った幾っかの実測を示したい．成層圏天気図

は100ミリパールのみを使用したが，現状では空輸のた

め4～6日遅れとなるので，現業的にはや・無理な点が

ある．

　108・大井正一（気象庁予報）：予報天気図作成につい

　　　て（2）（12分）（スライド）

（1）に於ては電計資料を用いて予想天気図を作成する場

合，特定等圧線の移動や高低気圧中心の移動の追跡が必

要であり，特に5つの場合には著しく修正を要する事を

述べた．今回は春から夏にかけての資料を用いて，修正

すべき点を更に量的に見積って見た．これにより大きな

場の配置については手より電計資料の方が遥かに有効で

ある一方，高低気圧の示度や位置にっいては手の方が遥

かに正確であり，両方を考慮すべきで，やはり修正も機

械的には行かない事が示されている．

第1会場第1日（1日）13時～17時

　109．松本誠一・二宮洗三（気研予報）：大型ジェット

　　　機観測資料による弱い季節風下における日本海

　　　々上の雲の発生と．気団変質についての解析

　　　（12分）（スライド）

　昭和40年1月20日，日本海々上で実施した高々度より

の雲の写真観測結果にっいてのべる．当日は弱い吹出し

で雲は低く，降水は殆んど観測されなかった．

　日本海中央部に直径2～300kmの雲のない区域が観

測され，タイ・スの観測にも現れているが，これが日本

海に現れれた冷水域とよく一致している．この区域にお

ける蒸発量は2mm　day－1以下であったと推定される．

　雲量，雲高，サイズ等測定した結果，および定常状態

を仮定して，水蒸気・凝結した水・顕熱にっいて収支計

算を行ない，対流による輸送を推算した．

　翌10．瀬下慶長（東京管区）：豪雪時の局地解析一前線

　　　に伴う空気の循猿について一（12分）

　昭和38年1月豪雪期間中の23日の寒冷前線に伴う空気

の環流系を降雪セルとの関連において調べたもので，コ

ールドドームの先端を形成する前線の前面とコールドド

ーム上に分離されたオープソシステムの空気の環流系の

あることを述べる．

　111．力武1恒雄（気象大）：38．1豪雪に関する局地解

　　　析（12分）（スライド）

　主として38年1月22～26日の降雪に関する局地解析の

結果，北陸地方平野部降雪の数時間程度の変動は，主に

沿岸海域の収束に伴って起り収束の変動は，日本海上か

らほず南東に進行する気圧の谷線ないしシヤーライソに

伴う海上風と，地形の影響に制ぎょされていることが推

定された．このような気圧の谷線ないしシヤーライン

は，大スケールの天気図上では見落すことが多いが，

降雪のメソスケール構造に大ぎい意義をもつと考えられ

1965年10月

る．

　112．宮沢清治（新潟地気）：中規模のうず性擾乱につ

　　　いて（12分）

　北陸地方の集中豪雨雪時に直径20～50kmの規模の

擾乱がレーダー解析によって認められることがある．直

径数百粁の台風と直径数粁以下の竜巻の中間の規模を持

つ擾乱で直径百粁程度の豆台風の規模より小さい．これ

ら中規模のうず性擾乱はレーダーによるスパイラルバソ

ドまたはリソグ状エコーを示し，寿命は1時間程で，擾

乱の経路は集中豪雨雪帯を決め，雨量強度変化にはうず

性降雨の卓越していることを実例で示し，これらのうず

の諸性質の力学的考察を試みた．

　115．中野東吾（金沢地気）：昭和59年7月18日金沢付

　　　近の集中豪雨の解析（12分）

　昭和39年7月18日早朝，石川県の平野部に集中的に降

った大雨にっいて地上及び高層解析の結果，下層Jet，

舌状湿潤域，不安定層の存在等から大雨の降る条件は十

分に備わっている．地上の局地解析では広範囲の天気図

には現われていないが，石川富山県にメソ高気圧と本州

南方海上から流入する暖湿気塊の流入による不安定線が

石川県南部平野に形成され停滞し，この不安定線に沿っ

て局部的大雨が降ったものと思われる．大雨の降る区域

の予想には不安定線の予測が重要な鍵になるが，今後の

問題は福井レーダーの新設等により解明されることが期

待される．

　114．中山　章（東航気）：ジェット軸上の小強風核と

　　　対流雲の発達（12分）（スライド）

　本報告ではジェット軸の小強風核に伴う発散により生

じた上昇流により，圏界面下部で気層が不安定化して発

生した上層雲の対流を航空機報告をもとに述べる．これ

は対流雲が高々度まで発達する機構の説明になる．航
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空機やレーダーの観測によるとしばしば短時間，対流雲

頂が非常に高くなることを経験するが，これらの中には

この種のじよう乱によるものも含まれているようであ

る．高々度層のAscent　curveは保存性があるように考

えられるが，ジェット軸上で小強風核の存在する時には

大きく変る．

　115．武田喬男（名大理）：鉛直シアーをもつ風と雨を

　　　俘う対流雲一数値実験一（12分）（スライド）

　鉛直シアーをもっ風が，雨を伴う対流雲に及ぽす作用

を数値積分により調べた．前の計算で風が鉛直シァーを

もっ大気中では，降雨によりひき起された下降気流が上

層から大きい水平運動量を輸送するため，下層では，下

降気流からの発散流の前面に強い収束が出来，それによ

り新たに上昇流が生じ，対流系が維持されていくことが

示された．今回は，鉛直シァーの大きさを3段階に変え

て，その効果を調べた．

　116．井村宇一郎・百瀬秀雄・待井一男（松本測）：松

　　　本平の霧（12分）

　松本平に発現する霧にっいて33ケ所の観測点を設定し

て実態を観察した．松本平は南北に拡がり，北に向って

緩やかなslopeをなしている．この中を信濃川の源流

奈良井川，梓川が流れている．この地理的環境が気温分

布に著しい特性を反映し，河川沿いには暖域が，丘陵地

帯には冷域があり，霧はこの暖域を遡行する北風の中で

発生し，気温分布にしたがう風系の中で平内へ拡がる．

これを制限するものは冷域とその中の発散風および湿度

関係である．濃霧発生時の気圧場は高気圧の後面が主

で，地上風は北，850mb面では弱い南分が入っている．

　117．飯村定夫（水戸地気）：水戸の霧について（12分）

　過去10年間に水戸で観測した霧と濃霧にっいて統計的

な調査を行った結果，海霧がそのま・水戸附近まで侵入

してくることは比較的少ないことが判った．

　館野の資料では，水戸の霧発現前は館野の1000mb以

下の地表層に顕著な安定があり，逆転を伴うことが多

く，また850mbでも一〇．70C／100m以下は殆んどな

い．放射霧の予報は，前日水戸の15時の湿数と露点温

度から，晴ベースにっいて，季節別に散布図を作り，霧

出現範囲の出現率に有意差のあることを確かめ，館野の

調査資料を併用して予報資料とした．

　118．堤　庸夫（銚子地気）：冬季における千葉県の強

　　　風と富士山の風について（10分）

　千葉県の冬の強風　とくに南部の南西風は吹き出しが

早く時間的な予想が困難である．富士山の強風と千葉県
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の強風はよく対応し，その利用によって吹き出し時刻の

推定にはかなり有効であることが判った．気圧配置別の

吹き出し時刻の特徴について述べる．

　119・舟田久之（富山地気）：富山県の海陸風について

　　　（12分）

　県内に毎時の風の観測点を15点配置して海陸風のメソ

解析を行なった．とくに神通川流域には7点並べて富山

で毎時パイ・ヅト観測を行ない，南北の垂直断面の解析

を行なった．結果の主な点は海陸風の高さは発達時には

理論より高く海陸風の強風層は200m位の高さにある・

海岸や平野では海風が強く，山沿では陸風が強い．海風

は海抜800m位の山地まで侵入するがこれより奥は山

谷風になる．朝夕の凪は海陸風の境界で前線のような型

で移動する．海陸風の交代は上層では地上より約2時間

早く始まり次の循環があらわれる．

　120．杉本文男（横浜地気）：夏期の局地降雨について

　　　　（10分）（スライド）

　神奈川県内に於ける夏期の局地降雨率は約50％で内陸

に少なく山間地方で多い．局地降雨のうち10．Omm以

上の降雨率は数％であるが雷雨を伴っている場合が多

い．雨の日変化では夕方から夜にかけて降り始め数時間

続き量は少なく数mmであるが，付近に前線などの大規

模な擾乱があると日中降る事が多く，量も平地より山間

部がはるかに多くなる．又安定指数のうち降雨に関係の

あるのは下層の湿潤度である．我々の出す予報で“晴れ

時々曇り所により一時俄雨”という天気は確かに存在し

あながち総花的な予報でもないと云える．

　121．元田雄四郎（九電研）：雨量の局地性について

　　　（12分）（スライド）

　10km2に1台の割合の雨量観測をおこなっている試

験地域における1日雨量，6時間雨量，3時間雨量，1

時間雨量にっいて，面積雨量と点雨量の組合わせとの相

関を計算した．この傾向より，それぞれの単位時間にお

ける雨量分布の局地性と地点雨量の代表性にっいて検討

した．

　122．星野常雄（富崎測）：続　天気のエントロピーに

　　　よる天気の局地性評価の試み一日本の天気のエ

　　　ントロピーについて一（12分）

　これまで数回にわたって，天気のエント・ピーは天気

の局地性評価の測度とし有効であることを論じた．前回

までの報告は新潟県におよび千葉県にっいての調査で，

そこでは各観測点の天気は互に正相関であった．今回は

その取扱いの範囲を日本全国に拡げ，第一段階として全

、天気q2．10．
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国48地点についてのエント・ピーの年変化および地域分

布を計算した．年変化の型は5つに分けられその分布は

地域的にかなりはっきの分れること，エント・ピーは日

本海側に小さく，太平洋側に大きい事，年間の気圧配置

型との対応がはっきり現われる事等がわかった．

第1会場第2日（2日）9時30分～12時

　125．正村史朗（名古屋市）：太陽活動における一つの

　　　　新しい周期法則と120年気象周期について（12

　　　分）

・太陽エネルギーは地球上の大気環流の型を変え，世界

の気候を支配していると考えられる．ところで，太陽活

動はアルファー期（1781～1840，1901～1960）とベータ

ー・期（1721～1780，1841～1900，1961～2020）とではそ

の性格が異なり，そのため，例えば東北地方では，アル

ファー期には罧雨，凶冷，ベーター期には早越が圧倒的

に多く，特に，アルファー期の始まりと終りのα周期

modelとβ周期mode1の位相同調期には天明，天保，

明治，昭和の異常な凶冷現象がみられることなど，我々

の見出した太陽活動にっいての新らしい周期法則と120

年の気象周期にっいて述べる．

　123・須田滝雄（気象大）：太陽活動の影響として見た

　　　気候の長週期変動（12分）（スライド）

　木曽檜の年輪は，種々の週期をもって，相当規則正し

くかっ著しく大きく永年変化をしている．これは気候変

動に基くものと見られる（前報）・その気候変動は太陽

活動の影響によるものとして解析した結果を報告する．

　年輪および黒点の変化を種々な週期に分解して，週期

別に相互の関係を調べたところ，一定ではないが系統的

関係が見出された．そしてその事柄は，筆者がさきに太

陽活動の地上気圧配置に対する影響にっいて得た結果か

ら説明される．

　125．…須田滝雄（気象大）：長週期変動から推測される

　　　今後の気候の特徴（12分）（スライド）

　年輪の長週期変化の解析から見て，日本の気候は太陽

活動の影響によって，著しい週期的変動をすることが推

定される．このことを確めるため，冬季の気候につい

て，年輪の場合に準じた解析を行い推定を裏付けた．

　以上の事柄から，今後十数年の日本の気候の特徴が傾

向として推測される．

　126．山本武夫（山口大）：極東季節風の10年平均値の

　　　変動と北半球大気理流との関係（12分）（スライ

　　　ド）

　西南日本の冬季（12～2月）気温，北陸地方の積雪量，

東北日本の夏季（6～8月）気温，中部地方の夏季雨量

1965年10月

等がそれぞれ正負逆方向に平行していることから結論さ

れる極東季節風の規則的な長期変動の型は，北半球上適

当な地域にとられた200mb高度のzonal　indexの平

均値とよく対応しているが，今回更にU・S・Weath・

Bureau発行の北半球月平均天気図を冬季（12～2月）

について整理した結果と対照することにより，極東季節

風の変動と大気環流の関係を論ずる．

　127・吉野正敏（東教大理）：東アジアにおける雨期の

　　　　4段階について（豆）一雨量分布について一（12

　　　分）（スライド）

　前（1965年春季大会）に，東アジアの雨期が4段階に

区分でき・ることを示めし，第1～N期における500mb

面の等圧面高度，500mb面の地衡風の東西成分の風速

布，同じく140。E沿う1958年の風速垂直分布，地上と

850mb面の前線帯の位置などにっいて報告した．今回

は，各段階における雨量分布からそのパターンの変化を

考察し，次に前線帯の北への移動と帯状の雨量分布域の

北への移動との関係などについて調べた結果を報告す

る．

　128．広瀬元孝（気研予報）：500mb緯度平均値の

　　　季節予報（12分）

　緯度として30N，40N，50N　60N，Pole（70，80

Nの平均）の5個の値をとり，1948年5月から過去15

か月，1949年5月から過去15か月，……と順次並べてゆ

くと，1965年5月まで18枚のzonal　mean　mapができ

る．いま1965年のmapうち，日本附近に異常低温を起

した3，4，5月の分が不明であるとして，18組のmap

の性質から経験的直交函数を使って，これを統計的に埋

めることを試みた．結果からみて，他の任意の月の季節

予報にも充分使えるものと思う．

　129．土屋　巖（気象庁図書）：梅雨期（6，7月）のブ

　　　ロッキング現象と日本の気候特性（12分）（スラ

　　　ィド）

　ブ・ッキソグ現象は広範囲にわたっての気候偏差をも

たらしやすいが，ここでは6，7月のいわゆる梅雨期に

おける日本の天候との関係を1947～56の10年間につい

て調べた．

　ブ・ヅキソグ現象に特有な温暖高気圧がカムチャッカ

59
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付近にある場合とオホーツク海，満州付近にある場合と

にわけて，日照・湿度・気温・雨日数のそれぞれの全国

的分布を求め，有意性の検定をした．いずれの場合も全

国的な梅雨型天候が卓越するが，前者では北日本に，後

者では中南部日本に明白に現われる．

　130．福井英一郎（東教大理）：降水型による気候区界

　　　の決定一裏日本気候の場合一（12分）（スライド）

　日本海に面したいわゆる裏日本の地方が太平洋岸とは

著しく異なり，とくに冬季においてそのちがいが最も顕

著なことは広く知られているとおりであるが，両者を分

つ気候界にっいては今までただ漢然と中央を縦走する山

地の分水嶺をとることが多かった．その後天気界にっい

ての多くの研究が行われたが，この場合には屡々日本海

側の天気が分水嶺を越えて反対斜面の方にまではみ出す

ことが明らかにされている．こ・では降水の年変化型を

利用して区内観測所の資料により，両者の境界を追跡し

たところ，幾っかの興味ある結果が得られた．

第1会場第2日（2日）13時～14時

　151・野沢定雄（上毛新聞）：群馬県に影響した台風に

　　　よる人的被害（12分）

　昭和21年（1946年）9月から昭和40年（1965年）9月

までの20年間に群馬県に影響した台風のうち，人的被害

をだした12コの台風による死傷者2，213人を対象にして

被害の原因と地域的発生分布，さらに被害者ひとりひと

りについて調べて実質的な防災資料としてまとめてみ

た．まだ不充分なところが多くあるが，いちおうの目的

が達せられたと考える．

　132．奥田　穣（気研台風）・知花正宏（東京農大）：

　　　農地および土木施設の被害と雨量との関係につ

　　　いて一台風災害の研究（第3報）一（12分）（ス

　　　ライド）

　さぎに台風災害の要因別分離に関する研究を行なって

来たが，今回は，台風災害の中，農地および土木施設の

被害と雨量との関係について検討した結果を報告する．

　雨量は各県毎区内観測所資料を用い，被害高は各県毎

に，耕害高Sと日雨量Rとの間に，

　　　　　　　　　　S＝1～‘ピμ

という関係があり，被害発生の限界雨量は常識で理解さ

れるような結果が出た．

　133．篠原久男（八丈島測）：脈動の記録による波高の

　　　推定（12分）

　地震計の記象紙に現われる脈動の振幅が，観測所近傍

の沿岸の波高と関係していることを知ったので，この結

果を用いて波高の推定をする方法を述べる．

　134．石井徳治（長津呂測）：石廊崎における波のスペ

　　　クトルと伝播について（12分）

　波浪観測資料から，実測値とPNJ法による理論値と

の関係を，風浪およびウネリのスペクトル特にスペクト

ルのエネルギー分布密度の点から，前半は風浪のスペク

トル後半は台風のウネリのスペクトル分布と伝播にっい

て論ずる．

　又台風のウネリの初期波のスペクトルが，台風の発生

域と石廊崎との地理的条件によって，ほず一定周波数帯

が現れることを，エネルギー分散の点から調べた．以上

の結果にっいて報告する．

第1会場第3日（3日）9時30分～12時

　135。渡辺貫太郎（神戸海洋）：気象衛星写真地図化の

　　　　ための．ランベルト円錐投影地図の任意頂角円

　　　錐面への光攣的変換法（12分）（スライド）

　気象衛星写真地図化には，対象地域の緯度に応じたラ

ソベルト円錐投影地図を用いる．対象地域の緯度範囲が

大きい場合は，緯度で適当に分割した地図に分けて地図

化する必要がある．このように分割して作られた写真地

図を合成して，広域の写真地図を作るための光学的変換

法を報告する．この方法によって中緯度地域に適当なラ

ンベルト地図，低緯度地域に便利なメルカトール地図，

および極地に用いられるPolar　Gnomic地図を，互に変

40

換することができる．

　136．渡辺貫太郎（神戸海洋）：タイロス5号より見た

　　　1962年8月後半期における諸台風の経過（12分）

　　　（スライド）

　台風Ruth，Sarah，Thelma等が相次いで発生した

1962年8月後半期には，タイ・ス5号によって豊富な雲

分布写真が得られており，これらの写真による台風経過

の解析が既に数氏によって行われている．それらはいず

れも原写真そのものによる解析で雲域の正しい姿は表わ

されていない．演者は今春の大会（大陳）で報告した

「タイ・ス写真の写真地図化法」によって作った写真地

、天気”12．10．
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図をもってこれら諸台風に伴う雲域の経過を追ってみ

る．

　137・神子敏朗・岡野光也（気象庁通報）：人工衛星の

　　　雲写真による衰弱中の熱低の研究（12分）（スラ

　　　ィド）

　1961年8月中旬，熱帯低気圧KATHYが本州南方海

上から，衰弱しながら九州を横断した．綜観解析による

と，熱低はこの間，WARM　COREからCOLD　CORE

に変っており，タイ・ス皿号による雲パターンもそれぞ

れに対応して変化している．しかし熱低中心に入り込む

スパイラル状雲バンドは引続いて顕著で，レーダーのエ

コーパンドを伴っている．飛行機観測，地上観測による

雲の資料から次の2っが判った．1．熱低がWARM
COREタイプのとき’，渦状雲パター一ソの上部全体をお

おう絹雲がある．2．COLD　COREのとき，絹雲は地上

の気圧中心の上にはなく，南に変位し絹雲パターソが上

層擾乱を反映している．

　158．二宮洗三（気研予報）：TIROS　IVによる日本

　　　海上の雲の分布の解析（12分）（スライド）

　1962年2月10日低気圧が日本海を通過し，ひきっづき・

寒気の吹出がみられた．10～12日にかけての3日間にっ

いてTIROS　IVの雲写真と輻射資料によって，日本海

およびその近傍の雲の分布の解析を行った．低気圧前面

においては雲頂の高さは500mbに達する．寒気吹出の

期間では，雲は大陸沿岸2～300kmから発生をはじめ

るがその雲頂は比較的低く，日本海沿岸で850mb程度

である．

　139。土屋　清（気象庁予報）：冬の季節風時の日本付

　　　近の雲のCase　St皿dy（12分）（スライド）

　冬の季節風時の日本付近の雲の調査のため，1964年1

月20日8時33分～40分の間に，日本の近くを通過したタ

イ・ス7号の観測データーを，現在最も正確だと言われ

ている「藤田法」により解析した．

　この解析資料により，雲の分布，方向におよぽす顕著

な地形効果，太平洋上のセル状雲，雲のアルベードや相

当黒体温度，季節風により降水のおよぶ範囲などを示

す．

　140．土屋　清（気象庁予報）：北陸・東北地方の降雪

　　　の機構（1報）（10分）（スライ’ド）

表題の第1報として，タイ・ス7号の写真により，雲

によって運ばれる水分の重要性，雲の発生におよぽすシ

ベリヤのKhrebet　Sihote　Alinの影響を指摘する．

　またChanne15解析結果による，蒸発量計算法も述

べる．

　141・土屋　清（気象庁予報）：気象衛星放射データー

　　　による乾燥地帯の表面温度変化，アルベードの

　　　調査（Case　St皿dy）（12分）（スライド）

　タイ・ス3号の放射データー解析により，アメリカ北

西部の寡雨地帯の，1961年7月12日，1541～1912GMT

の，やく90分間ごとの，山岳部，沙漢，盆地などの表面

温度とその変化，首葉箱内の気温との比較，アルベード

などを示す．

第1会場第3日（3日）13時～17時

　142．大井正道（大阪学芸大）：帯状流地形性擾乱の摩

　　　擦による影響（12分）

　Equivalent　Barotroplc　Leve1でのZonalFlowの地

形性擾乱をHomogeneous　AtmosPherのAuto　barot「oPic

Flowとして従来扱って，ほず定量的に擾乱量の一致をみ

たが更に結果をelaborateするために摩擦高に於ける渦

動粘性による摩擦を考慮に入れて，対称地形でも非対称

擾乱をえられることを示した．摩擦の影響はUpstream

に擾乱をdampしdownstreamに擾乱を助長して非対

称をっくる．又同じ場合のFrictionlessの揚合との比較

を試みた．其後の実験も時間がゆるせば供視する．

　143。瓜生道也・宇加治一雄・沢田竜吉（九大理）：回

　　　転流体における波動の形成と熱輸送の関係につ

　　　いて（12分）（スライド）

　Tal1Annulusの実験において，流れがzonalnowで
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ある限りは，高温の外壁より低温の内壁に向う熱輸送

が，回転数の増加と共にほとんど直線的に減少し，波動

の発生と共に復元し，それが波数には無関係であること

は38年の秋に報告したが，その測定が非定常状態で行わ

れたため定性的な結論しか得られなかった．今回，サー

ミスターのブリッジ回路を用いて定常状態で測定した

ところ，前回と同じ結果を得た．波動の形成が一定の熱

輸送を維持するために行われるらしいことがわかった．

　144．山崎　武・孫野長治（北大理）：寒気の吹き出し

　　　のハナに関する模型実験（12分）（スライド）

　暖い気体として通常の空気を使い，その指示質として

タパコの煙を混ぜ，寒気として密度の大きな気体，ドラ

イアイスを湯にっけたとき出るCO2と微水滴の混じっ

た気体を用い，前者の底部に後者を流し込んだ．この際

に起る寒気の前面の両者の運動の形を写真に撮した．暖
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気は寒気の到着する頃，殆んど垂直に上方へと持ち上げ

られた・また寒気は数個のハナに別れ，各々その後方に水

平軸のまわりの一つのうずをっくった．このうずはシュ

ミットによって推測されていたが，ここに確認された．

この結果を直に大規模な現象へ拡張する事は出来ない

が，参考になれば幸いである．

　145・孫野長治・山崎　武（北大理）：日本海の列状雲

のモデル実験　その二（12分）（スライド）

　冬の季節風時の日本海の列状雲の発生，消散機構を調

べるためにドライァイスから生じた寒気を用いて模型実

験を行なった結果，

　1．列状雲は強い風の垂直シヤにより変形された対流

　　の渦管の列によるものであり，垂直シヤは海面と下

　　層風の間が重要である．

　2・列状雲が上陸後に速に拡散，消滅するのは，海面

　　からの熱と水蒸気の補給が急に断たれるためと考え

　　られる．

　146・竹内政夫・孫野長治（北大理）：渦状雲のモデル

　　　実験　その二（12分）（スライド）

　前に，低く気温の逆転層でおさえられた層雲が渦巻状

になる機構をモデル実験で説明した．今回は装置の面積

を拡大することによって，最初大ぎな同心円状の雲の波

動が生じ，これが数ケの渦状雲に別れることを実験的に

再現し，天然の様相に一歩近づいた．

　これらの実験から天然の層状雲は渦管から成立ってい

るように，思われる．

　147．曲田光夫（気研予報）：山越気流について（12分）

　　　（スライド）

　Scorer等によって発展されたleewaveの理論は線

型定常理論であるが，こ・では数値解法による非定常解

を求め，地表から熱の補給のある場合や，寒気が山を越

す場合等を考え，広戸風，やまじ風等の局地的強風との

関係にっいて論ずる．

　148・大西外史（東北大理）：地表風の研究1地形の

　　　効果（12分）（スライド）

　地表風を決定するものは，一般流，摩擦，気温分布，

地形効果等が考えられる．本研究は一般流が地形によっ

ていかに変化するかを考察したものである．力学の式を

3次元空間にとり，地表を境界条件として一般流がこの

境界条件により変化することを数値的に解いた．計算例

として山形県の酒田附近をとり，冬期の季節風時の酒田

附近の強風が或程度説明されることがわかった．

　144．松島　晟・沢田竜吉（九大理）：内部重力波によ
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　　　　るエネルギー伝播について（12分）（スライド）

　内部重力波によるエネルギー伝播については，Hines

の研究があるが，波長が大きくなって地球の曲率が間題

になる領域では，その取扱いは不適当となり，そこで地

球の曲率を考慮した基本の振動方程式を導き，そのよう

な領域における重力波によるエネルギー伝播の様子を調
べた．

　150．正野重方・山岬正紀（東大理）：積雲対流による

　　　潜熱の放出を含めた場合の2次元波の安定性

　　　（12分）

　積雲対流によって放出される熱と，地面まさつのもと

での波の安定性を線型化した擾乱方程式を用いて調べ

た．自由大気を二層にわけ各層で放出される熱は，摩擦

層上端の上昇流の強さに比例すると仮定した．得られた

主な結果はi）地面まさつがなければ台風程度の増幅

率をもっ波の存在を見出すことはむづかしい．ii）上層

に多く熱を与えれば，プリミティブモデルでは振動が増

幅する　iii）地面まさつがあれば，適当な熱放出量と鉛

直分配のもとでは台風程度の増幅率をもった波が存在す

る，などである．同じモデルを用いて時間積分を行い解

析結果を比較した．

　151．岸保勘三郎（気象庁電計）：有限振幅の擾乱に関

　　　する安定度（12分）（スライド）

　有限振幅に関する安定度にっいては，擾乱の形を仮定

し，エネルギー保存則の立場から議論する方法もある

が，ここでは，代表的波長が存在するという仮定のもと

に議論してみたい．

　ここで議論する擾乱は，大気中における5～600kmの

波長をもった長波及び数100kmの波長をもった二種類

の波である．前者は傾圧不安定性の波で，後者は大山に

よって指摘された不安定波である．

　両者が，微小振幅から時間と共に振幅が増大し，有限

振幅になるに従い，どのようになるかを議論する．

　152。沢田竜吉（九大理）：大気太陰潮に及ぼす海の潮

　　　汐の影響（12分）（スライド）

　大気太陰潮の世界的分布には振巾や位相の組織的な乱

れがあるが，その原因は今まで解明されていない．この

ような大規模な偏移を生ずるもの・一っとして山脈があ

ることはKertzによる理論的な研究によって判明してい

る．しかし，特に太陰潮の場合には，同じ周期をもっ海

の潮汐との相互干渉は一層重大な役割を演ずる可能性が

ある．現実的な海を扱うことは不可能であるので，今回

は海が地球を一様に掩って居る場合にっき，その影響が

どのような性格のものであるかを調べた．

、天気”12．10．
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第2会場第1日（1日）9時30分～12時

　201・矢崎好夫（気研測器）：大気含水量の絶対測定に

　　　ついて（12分）（スライド）

　大気中の含水量の測定を直接に行う目的のため実験室

的段階であるがAir　Samplerの一部を液体駿素により

condenseさせ，水分以外を排気させ，後に大気温まで昇

温させ，これを小容量のマノーメーターに拡散増巾する

ことにより直読することが出来た．

　202・佐橋　謙（京大理）：湿球温度計の応答について

　　　　（12分）（スライド）

　本年春季大会で，湿球温度計の時定数が湿球温度と風

速との函数である事，および湿球温度計の時定数と乾球

温度計のそれとの差が，特に熱容量の小さい温度計にっ

いて大きい事理を論的に示した。今回，これらの理論的結

論を確かめる為に実験を行ったので，その結果を報告す

る．更に，風速と湿球温度が時間と共に正弦的に変動す

る揚合にっいて，湿球温度計の動特性を決める非線型微

分方程式を図的に解き，その周波数特性を検討した結果

も述べる．

　205．小林寿太郎・北原福二（気研高物）：カーボン皮

　　　膜電気湿度計の特性について（10分）（スライド）

　電気湿度計として，塩化リチウムの湿度計が代表的な

ものであるが，ラジオゾンデ観測に用いる場合には時定

数，分極効果，安定性等において若干間題が残されてい

る・カーボン皮膜電気湿度計これに比較して幾多の利点

があるとされている．

　こ・では，この感湿体の製作にあたり吟味した条件，

センサーの性能にっいての実験結果を報告し，併せて今

後の問題点を附言する．

　204・外山芳男・小林寿太郎（気研高物）：沃度カリ方

　　　式オゾンゾンデに就いて（第2報）（10分）（ス

　　　ライド）

　沃度カリ溶液を用いチオ硫駿ソーダーの定量滴下によ

り採集空気中のオヅソ量の測定を行う方式は既に報告さ

れ，絶対測定法のもっ優位性が確認された．しかし定常

観測に用いる場合に時間の取扱いに若干の難点がある．

　取扱いも簡便で，確度も高い方式として，電極に白金

，活性炭を用い採集空気中のオゾンと溶液との反応によ

り生じた遊離沃度をクー・メトリックに測定する方式が

ある．これにっいて，性能の吟味を行うと共に，製作及

び取扱上の留意点，これをオゾンゾソデに構成する場合

の留意点，飛揚結果にっいて性能の吟味と併せ附言す

る．

　205．内田正昭（前橋地気）：風速計の変更と風速の永

　　　年変化が注意報・警報の基準に与える影響につ

　　　いて（12分）

　最近15年間，前橋の強風日数は著しい滅少傾向で，注

意報基準の15玖／sec以上の風はほとんど吹かなくな：っ

た．これは測器の変更が一っの原因だが同じ測器の期間

内でも滅少しているので両者にっいて調べた．四杯が三

杯より過大にでていた事はよく知られているが，前橋の

比較観測によると今迄の研究結果より更に過大を示し注

警報の基準は2m／sec下げなければならない事がわか

った．

　又永年の滅少傾向を全国にっいて調べると，北日本の

日本海側と関東に滅少地域がまとまり，西日本の一部で

は増加傾向にある事がわかった．

　206．光田　寧（京大防災研）：微風用風向計の試作に

　　　ついて（12分）（スライド）

　最近になって風が極く弱い時の風向を正確に測定する

ことが要求される場合が多くなった．従来の矢羽根では

風向の偏筒によって生じるトルクが風速の2乗に比例し

て減じてしまうため正確な測定が望めない・そこで，感部

を風向変動に追従させる原動力として風力を用いない自

動平衡式の風向計を作ることを試みた．この種のものは

かならずしも新しいものではないが，常時設置したまま

におけるよう，強雨時あるいは降雨時でも破損しないよ

うな考慮がなされている・

　207，奥田　穣・当舎万寿夫（気研台風）・根本茂（気

　　　研測器）・宮沢　久・清水良次・磯川　昭（沖電

　　　気）：位相差方式による超音波風測音度計につい

　　　て（12分）（スライド）

　超音波風速計には，大別して，パルス方式と位相差方

式があり，パルス方式はすでに京大防災研と海上電機よ

って開発実用化されている．われわれは位相差方式を採

用し，開発実用化を行なって来たが，弱風域から約50m／s

程度までの強風域に到る範囲で安定な直線性を得た．今

回は，本測器の開発経過とその特性を，風洞実験と若干

の野外観測資料を基にして報告する．なお，使用周波数

は100KC／s，受波器間はX成分20mm，Z成分43mm，

送受波器間隔は50mmである．
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第2会場第1日（1日）13時～17時

　208．相馬清二・江ロ　博（気研物理）：地形模型実験

　　　の乱れの影響（12分）（スライ’ド）

　風洞内で，乱れのない気流と，風上に金網をおいて気

流に強い乱れをあたえた場合にっいて地形模型の周りの

気流を調べた処，両者に大ぎな差が見出された．例えば

乱れのない場合では山の風下斜面に定常的な反流が形成

されるが，乱れの多い気流ではこのような反流は生じな

い．又山の風上の気流の模様も乱れの有無によってかな

り異なって来る．

　209．水間満郎（京大原子炉）：超音波風速計による風

　　　速垂直成分の測定値について（II）（12分）（ス

　　　ライド）

　ある長さのsoundpathをもっ超音波風速計により大

気下層の乱流構造を観測する際に，適当と考えられる測

定高度にっぎ，最大乱子の幾何学的構造（井上，1960）

にもとづいた評価基準を昭和39年春の大会に提出した．

京大原子炉実験所気象観測塔の19m高度にsoundPath

60cmの超音波風速計を設置して，風速垂直成分を観測

した．これは上述の基準を満足するので，得られた観測

結果は乱流構造についての予言と一致すべきである．

この点にっき検討したが，結果は予言と相当程度一致す

ることが見出された．

　210．塩谷正雄・新井秀雄（鉄道技研）：台風6420号の

　　　乱流構造（12分）（スライド）

　昭和29年の20号台風時の風速を徳島県那賀川町の海岸

において風車型発電式風向風速計で観測した．風速計は

柱に地上150．8，110．8，80．8，50．8，30．8，15．8mの

6点に取付けられ，10分間平均風速の記録を行う．上方

の3点では瞬間風速の早送り記録が得られるようにな

っている．最大瞬間風速は60．3m／sに達した．風速の

鉛直分布，乱れの強さ，ガストファクター，パワース

ペクトル，2点の速度相関等にっいて述べる．

　211．塩谷正雄（鉄道技研）：強風時の乱流場における

　　　等方性について（12分）（スライド）

　徳島県那賀川町の海岸にたてた高さ150mの観測柱

で得られた強風時の記録のスペクトル解析を行い，高周

波域のスペクトルの一5／3乗領域よりエネルギー逸散量

ξを求める．一方変動風速の自乗平均根4πとおよび

Taylorの仮説を用いて推定した乱れのスケール1よ

り，6と　（廊2）3／2／1との関係を求め，われわれがスペク

トル解析を行った波数の範囲では乱れは等方性に近いこ
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とを示す．

　212．山本義一・近藤純正・森田満寿男（東北大理）：

　　　野尻湖の蒸発（第1報）（12分）（スライド）

　さきに，筆者らは十和田湖の蒸発量を乱流輸送理論に

もとづく方法で評価し一ケ年間およそ900～1000mm

（全湖面の平均値は800mm）であることがわかったが，

その季節変化は夏すくなく，冬に多いという予想外の結

果を得た．それは十和田湖は深い湖で，水温が気温に比

較して夏冷たく，冬暖かいためである．それで今回は比

較的水深の浅い野尻湖を選んで今春から同様な観測を始

めた．その結果，野尻湖でも十和田湖と似た季節変化を

するようである．

　213。横山長之（気象庁測候）：水面からの熱の鉛直輸

　　　送問題への乱流論的相似則の応用（12分）（スラ

　　　ィド）

　水面からの潜熱と顕熱の鉛直方向への輸送量を，水

面とある高さにおける温，湿度差等の簡単に観測出来る

量を使って求める方法を考えた．完全に乱れが発達した

低大気中での輸送は，Monin　Obukhov（1954），その後

山本（1959）の理論が有効に利用出来る．面のごく近く

では熱と運動量の輸送機構に違いがあるのでこれに新し

く次元解析を試みた．北アルラソドのネイ湖で行なった

観測結果等を用いて，解析中に現れるUniversa1函数や

定数を決定した．

　214・日野幹雄（電力中研）：英国法気象安定度につい

　　　ての二三の検討（12分）（スライド）

　①　英国法気象安定度表を図表に転換し，使用しやす

くする．

　②　塩谷の実測結果を用いて，英国法安定度表を検討

する．

　③英国法安定度とMonin　lengthの関係を実測よ

り検討する．

　④　変動値のRMSを読みとる横山の簡易法の一般化

をRiceの雑音理論より導く．

　⑤　Similaritytheoryと上述の英国法安定度・Monin

lengthの関係から，気温分布・風向風速変動と英国法

安度法の関係を計算し，実測結果と比較する．

　215．山本義一・島貫　陸・安田延寿（東北大理）：安

　　　定度を考慮した時の大気摩擦層についてて12分）

　　　（スライド）

　拡散係数を高さに対して一定としてエクマソ・スパ

、天気”12．10．



イラルが出されて以来，中立の摩擦層にっいては，かな

りの研究がなされているが，著者は，安定度を老慮に入

れた接地気層の研究結果を上部摩擦域まで拡張・応用し

て，スパイラルを計算した．混合距離にっいては，接地

気層で用いられるkzの形をはじめとするいくつかの形

を採用した．基礎方程式は非線型であるため解析的に解

けないので，数値計算を行い，観測結果との比較を試み

た．

　216．光田　寧（京大防災研）：地面近くでの渦度の性

　　　質について（12分）（スライド）

　地面近くでの渦度の性質にっいては，従来から理論的

な考察はなされていても，実測に基づいた研究は全く行

われていなかった．著者は先ぎに超音波風速計を用いて

これを直接測定する試みを行いその概要にっいて述べた

が，引き続いてその際の記録をさらに詳しく解析して見

たのでその結果にっいて述べる．スペクトル解析の結果

によれば，地面近くでの渦度の変動のスペクトル密度は

0．2から1．5cpsの範囲で周波数とともに一様に減じて

いる．

　217．武田京一（九大農）：粗度パラメーターと零面変

　　　位について（12分）（スライド）

　接地気層の対数的風速分布式中にはいっている粗度パ

ラメーターは風速0なるところの高度を与える積分定数

として導入され，また零面変位は植物繁茂層の上部にお

いても対数分布を得るために考えるべき地表面の移動量

として実験的に導入されたものであって相互に独立なよ

うに見えるが，実験結果によると必ずしもそうではなく，

両者は互に反対に変化する．著者は簡単な仮定からその

両者および植物繁茂層の高度との間の関係式を導出し

た．そしてこれによると実験結果が十分に説明でぎるよ

うに思われる．

　218．今井和彦（原研）：煙の幅と濃度分布との関係に

　　　ついて（12分）（スライド）

　煙の写真撮影による拡散実験の解析のさい簡単のため

煙の中の濃度分布を正規分布とし，目視限界を仮定して

煙の幅の算術平均から分布の標準偏差を求めていた．し

かし源からあまり遠くない距離では煙の幅は明らかに有

限であり，その内部の濃度も正規分布とは考え難い．こ

の分布の実測値はないが，単に有限幅の中の対称な分布

と仮定し幅もある分布に従うと仮定して煙の幅の2乗平

均値と濃度分布の標準偏差との関係を求め，実際のデー

タから計算して前に報告した結果を修正する．また幅の

分布の実測結果なども報告する．
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　219．武井久徳（東京航空地気）：東京国際空港におけ

　　　る気温の鉛直分布について（12分）（スライド）

　東京国際空港の滑走路露場において接地気温の鉛直分

布の観測を行った．その結果を利用して若干の統計と解

析を試みたもので，気温の鉛直分布の日変化を較差で都

心と比較し海，陸による気温の差，雲量との関係，気温

の逆転，順転の年変化，日変化が太陽高度等に関係して

いること，鉛直気温の天気別統計結果，また気温の逆転

順転の強い日の気温の変動からその原因にっいて調査し

たものである．

　220．箕輪年雄（横浜地方気）：接地気温逆転層の一特

　　　性について（10分）（スライド）

　横浜市の根岸湾埋立地で観測された気温逆転層にっい

て述べる．接地逆転層底部の温度勾配は風速によって大

きく変化する．風のごく弱いときは地面近くで逆転は非

常に強まるが，少し風が出ると逆転層底部に等温層が形

成される．これは風上にある丘陵によるものと推定され

る．等温層の高さは丘陵の高さの0．6～1．6倍のことが多

く，最高は2．6倍となっている．

　接地等温層内に排出された大気汚染物質は地面付近の

空気を強く汚染することが考えられるので，煙突を設計

する場合この高さは十分老慮されねばならない．

　221．嶋田義一（尾鷲測）：尾鷲地域の気象と大気汚染

　　　（12分）（スライド）

　近年都市において人口の増加，産業の発達と共に，自

動車排気ガスとか工場から排出するばい煙等による人為

的な視程障害が多くなっている．これはたとえば大阪市

等においては，何十年も以前から起っていたことであっ

たが，最近になってこの現象が新産業都市といわれる地

方の小都市にまで拡がってきたところに問題があるとさ

れている．

　特殊な地形環境を持っ尾鷲の海陸風と，最近の視程障

害，特にもや，煙霧等の急増傾向，及びこれが発生時の

気象条件にっいて検討したい．

　222．小西敏夫（大阪市立衛研）：大阪市内及び．周辺

　　　地区における日射中紫外線及び赤外線強度の比

　　　較測定について（12分）（スライド）

　大阪市内の汚染大気が日射に及ぽす影響を知るため，

297mμ～310mμの（健康）紫外線をMg光電管，PV－

41により，600mμ～1000mμの赤外線はシリコソの太陽

電池，SPDを用い両強度の連続測定を行う自動記録装

置2台を試作した．府下豊中を非汚染地区とみて豊中

保健所屋上に1台設置し，学衛研屋上との同時比較測定
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を浮遊煤塵濃度の連続測定と併せて39年3月19日から30

日迄実施した．その結果赤外線強度の減衰率より紫強度

の減衰率が2倍高く浮遊煤塵による紫外線の鋭敏な変動

が認められ，赤外線強度の変動がエプリー日射計による

日射強度の変動に近い事が示された．

　223．鈴木義男（東京航空地気）：東京国際空港におけ

る視程と大気汚染（12分）（スライド）

　航空気象にとって視程は重要な要素の一っである．京

浜工業地帯から排出される多量の煙で東京国際空港の視

程は直接または間接に影響されている．

　ここでは現在までに東京国際空港で求めた浮遊媒塵濃

度と視程との相関を基に，大気の汚染度を知る尺度と考

えられる視程の経年変化から，大気の汚染度を推定し
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　／
た．又空港での悪視程時のメソスケールの若干の解析を

行った．

第2会場第2日（2日）9時30分～12時

　224・嘉納宗靖（気研高物）：混濁大気のglobal　ra－

　　　diationとalbedoについて（12分）（スライド）

　混濁大気のglobal　radiationとalbedoを計算し，

実際の測定値および分子大気の場合と比較議論する．

　525．関原　彊・鈴木　正・小川芳雄（気研高物）：日

　　　照と日射の相関関係について（12分）（スライド）

　日照と日射によい相関関係があることはある程度周知

の事実のようである．最近PageがIGYのデータに基

きかなり広般な研究をしているが著者等は日本のIGY

の観測結果に基き同様の計算を行なって見た．何れも相

関係数0・7～0・9のよい値を示しPageの理論をたしか

めたことになったが，これらのことから輻射気候学との

関連などにっき老察を加えて見る．

　226・山本義一・田中正之・紙谷和夫（東北大理）：赤

　　　外放射の伝達に及ぼす雲の影響（II）（12分）（ス

　　　ライド）

　この問題に関連して前回は窓領域（8～12μ）の赤外

線の伝達に及ぽす雲の影響を論じた．更に厳密な議論を

するためには，この波長域にあり，主として水蒸気の廻

転帯及びγ2帯のwingによると考えられると考えられ

る，連続吸収帯の影響を併せ考える必要がある．今回は

上層の水雲と下層の水蒸気層よりなる二層モデルを考

え，その場合の伝達方程式の解を前回の水雲だけの場合

のものと比較検討した．

　227．広野幹彦（東北大理）：CO215μ帯の吸収の圧

　　　力効果（12分）（スライド）

　多原子分子の赤外吸収帯の吸収の圧力効果は，分子同

志の衝突によって各吸収線が拡りを持っことに由来して

いる．CO215μ帯の圧力効果については，Burch，

Gryvnak　and　Williamsの実験があり，CO2－CO2衝実

の効率はCO2－N2衝突の1．30倍という結果が得られて

し・る．

　しかしこの結果は低分解能のスペクトルを解析して得
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られているため十分信用できるとはいい難い．今回，赤

外分光光度計日立パーキソエルマー125（分解能0．3

cm『1）を用いて一層精密な実験を行ったので，その結果

を報告する．

　228．藤本文彦（気象庁測候）：冬期の夜間放射につい

　　　て（12分）（スライド）

　夜間晴天時の放射量が雲天時のそれよりも大きいこと

は周知の事実であるが同じ晴天でも放射量に多少の差が

ある．これは大気の温度，水蒸気の垂直分布によるもの

であると考えられるので高層観測より得た資料と地表に

おいてFunkの放射計による観測を比較してそれを確

かめた．また地表付近の温度低下率と夜間放射の関係を

調べた．

　229．佐藤隆夫（長崎大）：上空に於ける散乱光（VI）

　　　（12分）（スライド）

　今回は図面の紹介は止めにして，各h，Aにつき次の

法則が発見された．上空各NOのEを頂点としθ、角

の直線を軸とする単位立体角内に各分点Tmを中心とす

る厚さ1米の空気部分からEに達する強度にっき，a）

λが増すにっれ極大値をとるNOは小となり，極小値

のNOは大となる．b）Tm（n＝1～3）にっきθ1＞θ1ノ

に対してはθ1が増す程，極大のNOは小となり，極小

のNOは大となる．Tπのnが増す程，極大のNOは

増し，極小のNOは減ず，c）各丁・λにっぎ，hが増

す程，極大のNOは減ずる．

　230．佐藤隆夫（長崎大）：第三次散乱に於ける偏向角

　　　理論（IV）（12分）（スラィド）

　筆者のphase　functionの式は，偏光理論を考慮して

　　　　　　　　　　　　　

刀「sill2ωη十17sin29η
π＝1　　　　　　　冗＝1

の形で与えられる．

　この式の計算法を引っづき述べる．

　231．佐藤隆夫（長崎大）：任意方向に傾斜せる平面の

、天気”12．10．
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　　　数理日射（1）（12分）（スライド）

東，西，南，北に面して直立している面に或期間（1

日より永い）中に受ける日射量についてはすでにもとめ

たが，任意方向の平面にっき各緯度に於ける上記の量を

もとめるには，赤道座標を用いて任意期間にっいてもと

める式を紹介する．

第2会場第2日（2日）侶時～14時

　232・川野　実・池辺幸正・清水邦保（名大工）：放射

　　　性イオンの形成〔II〕（分）（スライド）

　春の講渾会に於て放射性イオンによるα放射能のエネ

ルギー・スペクトルの精密測定の結果を述べた．即ち，放

射性イオンはRaAおよびThAのみの担体である．放

射性イオソ濃度，ラドン濃度及び凝結核濃度の全時測定

の結果から放射性イオンの平均寿命は大気の清澄度に直

接支配され，乗鞍岳で23秒，名大構内で1～2秒であ

る．RaAの半減期に比べ遥かに短い．そこでRaAの担

体である放慰性イオンは粒径の割合小さなエア・ゾル粒

子に附着し，次第に粒径を増して行くであろう．本稿で

は，この過程にっいて調べた結果を述べる．

　255・矢野　直（気研広用）・朝来野国彦（都アイソト

　　　ープ研）・前橋紀恵子（気研広用）：自然放射性

　　　同位元素によるイオン・レンジ粒径粒子の沈着

　　　についての考察（12分）（スライド）

　従来，Radon崩壊生成物の濃度測定については決定

的方法がないといわれてきた．たしかに，これはサブミ

ク・ン粒子，とくにイオソ・レンジの粒子の捕集効率が

明らかでないためである．エイトケソ核にっいては前回

で報告したので今回は更に粒径の小さいイオン・レソジ

の捕捉にっいて，自然放射性同位元素をトレサーとし

て，この間題を実験的に追究した結果を報告する．

　234・朝来野国彦・篠崎善治（都立アイソトープ研）・

　　　矢野　直（気研応用）：Rπ生成物のaerosolへ

　　　の附着について（2）（12分）（スライド）

　R％生成物は，大気中でエー・ゾルに附着した状態で

浮遊していることが知られている．しかし，その附着機

構については明確でない点が多い．前報では実験室で

static　di伽sion　methodによりおこな：った附着時間に対

する検討を報告した．今回は，大気中でエ・一ゾルに附

着していない生成物の測定から附着時間を検討した．そ

の結果RaAの約30％がエー・ゾルに附着しない状態で

存在することがわかった．これは前者の附着時間60～

100秒と一致する．

　255・角川正義・人見清一・片桐　浩（原研）：放射性

　　　塵埃の沈着速度の季節変化について（12分）（ス

　　　ライド）

　大気中に浮遊する放射能とその沈着量の月間観測値か

ら次式（A．C．Chambaleinの定義）で表わした沈着速度

を算出してみると，夏期（とくに7月）と冬期とで10倍

以上も異なる季節変化のあることに気付いた．

［沈着速度］＝［月間沈着量］／［浮遊放射能の月間平均値］

　この季節変動は浮遊放射能の増減および降雨による沈

着とは無関係である．また風速（摩擦速度）などが変動

の直接的原因であるとの説明はできないが，若干の考察

を試みる．乱流およびエエ・ゾルを専門とする方々の御、

意見と御指導を仰ぎたい．

第2会場第2日（2日）14時～17時　シンポジウム

　　　杉本　豊（東京航空地）：冬季末における成層圏

　　　昇温の綜観解析　　（スライド）

　成層圏における日々のゾーナルインディクスを調べる

と変動には約1ケ月の周期がありこの時期に北極寒気の

強い盗出が観測される．ここでは3月下旬の変動期にお

ける成層圏の最終昇温期の300mbおよび30mb面の

波数の変動を調べ，あわせて変動期における顕熱の輸送

量の指標となる谷または・峯の傾きおよび南北流の強度

が昇温期に入るとどのように変化して行くかを調べた．

その結果波数の変化を引ぎ起す原因として大西洋と大平

洋の亜熱帯高気圧の発達が大き・く作用していることが解

析的にたしかめられた．

1965年10月

　　　関ロ理郎（気象庁高層）：成層圏循理とオゾン

　最近の高層観測の充実により活発となった成層圏の気1

象現象を対象とする理論的，解析的研究のなかでも，

冬季の中高緯度のcold　vortexの構造，突然昇温に伴．

うその崩壊現象は研究者にとって魅力あるテーマであ

る．

　一方では，成層圏の気象を考える上で，オゾソの存在

を忘れることはできないであろう．成層圏の温度場は主，

としてオゾソの存在によって説明され，また下部成層圏一

におけるオゾン分布は大気環流に大き’く左右されてい

る．したがって光化学的生成理論とそれによる分布の決

定，輻射平衡気温分布の決定に始まるオゾンの研究は大こ
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気環流構造とオゾン分布の関係，オゾンをtracerとし

ての大気環流の解析研究と多岐にわたっており，力学や

綜観気象の分野に及んでいる．

　オゾンと力学的問題はこのように関連して老えられな

がらも，従来は両者は分離して取り扱われるか，あるい

はいずれか一方が他方に及ぽす影響が一面的に取り上げ

られているに過ぎなかった．しかし，突然昇温のような

現象を考えると，そのtime　scaleは対流圏における傾

圧波の発達などに較べて長く，幅射過程のtime　scale

と同じ程度であり，幅射と力学を分離して扱うのは妥当

とはいえない．幅射による非断熱効果を力学モデルに組

み入れることにより，問題の解決に一歩近づくことが考

えられる．time　scaleのもっと長い26ケ月周期の変動で

は，さらに光化学的過程も組み入れたモデルが必要であ

ることもいえよう。最近，Lindsen＆Goodyはこのよ

うなモデルを提唱し，突然昇温と26ケ月周期の問題にこ

れを適用してよい結果を得たとしている．また，Leovy

も光化学や輻射過程を成層圏の力学に取り入れる一連の

研究を行なっている．

　成層圏研究はこのような転換期を迎え一段と活発にな

ろうとしているが，主として最近の研究をもとにしてオ

ゾソと成層圏の循環の問題をreviewする．

第2会場第3日　9時30分～12時15分

　236．小川俊雄・安原通博・田中良和・三浦輝夫・飯

　　　博行・井上隆義（京大理）：雷放電からのELF

　　　電磁放射（12分）（スライド）

　地球と電離層間の空洞でおこるシューマソ共振によ

る，雷放電からのELF電磁場を受信することによっ

て，大気電場の発電源となっている，全世界雷活動度を

知ることができると報告されている．著者らは，空洞円

筒導体の中にイソピーダソス変換器を組み込んだアソテ

ナを用い，数サイクルから数十サイクルまでのELF電

磁場受信装置を製作して，京都と阿蘇の2点同時観測に

よって今夏の実際の雷放電からのELF電磁放射を観測

した．

　237．前川紘一郎・小川俊雄（京大理）：雷雲から上層

　　　への電流分布（12分）（スライ’ド）

　雷雲から流出する電流が，大気電気のGlobal　C1rcuit

に果す役割にっいては，既に多くの議論がなされている

が，最近の大気全電位の測定結果によれば，世界各地で

かなりの相異があり，上層での電流を再検討してみるこ

とが必要と思われるので，雷雲の簡単な電荷分布モデル

により，雷雲から上層への電流分布にっいて調べた．

　238．小川俊雄・山下喜弘（京大理）：都市のいろいろ

　　　の場所での室中電場変動について（12分）（スラ

　　　ィド）

　都市の中での空中電場は種々の擾乱を受ける．京都市

内のいろいろの場所で，いろいろな条件の下での空中電

位傾度の観測から，（1風向，風速の影響，（2）高さの違い

による変動の差，及び（3）それに及ぽす降雨の影響，（4）高

圧線の影響，（5）蒸気機関車通過の影響，自動車の排気ガ

スの影響等の記録例にっいて報告する．

　239．関川俊男・藤原　紘（東理大理）：電離平衡を利
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　　　用してのAerosol大気中の粒径分布の最大確率

　　　値の決定（12分）（スライド）

　大気中でイオンの電離平衡が成立っている場合，帯電

極子と非帯電核の間にはBoltzman分布が成立ってい

る．

　全核数に対する非帯電核数の比を求めると，その値は

核の粒径の函数として示される．実際の大気中でこれに

よって求めた核の最大確定値とイオソ分布より，外挿し

た粒径分布と比較する．

　実際はIon　PrecePitatorとPollack　Counterを併用

することにより，全核数及非帯電核数を求める．Sam－

Pling　airはBaloonに取り，その比の時間的変化を求

め，比が一定値に達した時（電離平衡になった時）の比

より見積る．

　240．川野　実・池辺幸正（名大工）：大気中の電離平

　　　衡に及ぼすエアロゾルの影響（ll）（12分）（ス

　　　ライド）

　前に電離平衡に関する諸量の測定結果を報告した．本

報では乗鞍岳，名大構内，萱島（臨海実験所）などエア

・ゾルの組成の異なる地点で行なった測定結果から小イ

オソとエア・ゾルとの間の付着係数を求めてみると，場

所によって非常に大ぎな差のあることがわかった．そこ

で名大構内で上記の測定と全時にエアロゾルの拡散係数

を測定し，附着係数とエァゾヌの拡散係数とを比較して

みた．

　その結果，両者の間には逆比例に近い，簡単な関係の

あることがわかった．

　241．中谷　茂（電気試）・関川俊男（東理大）：放射

　　　性エアロゾルの易動度分布について（12分）（ス

　　　　ライド）

職天気”12．10．
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　放射性エア・ゾルの易動度測定法については，春季学

会でその概略を述べた．今回はその測定器を使用して，

室内及び外気中に含まれる放射性エァ・ゾルの易動度分

布の測定を行なったので，その結果にっいて報告する．

易動度分布の山は，易動度10－3cm2／sec　volt以下に主

として現われるようである．連続的に測定を行なった結

果にっいても述べる．

　242・高橋　勘（名大理）：暖かい雨の電気（中間報告）

　　　（12分）（スライド）

　本年7，8月にハワイ・ヒ・市で暖かい雨についての

雲物理の総合観測の一つとして雨滴の電荷測定を行なっ

た．地上では，空中電位と雨滴電荷の連続観測をした．

また空間分布を知るため13コの雨滴電荷測定用ラジオゾ

ソデを飛揚した．一般には暖かい雨は帯電していないと

考えられているが，この観測では，地上においては電位

が非常に単純で，一つのシャワーに一つの負の極小を持

つ変化をし，雨滴には正の電荷が観測された．ラジオゾ

ソデは上空で負の電荷の存在を示した．雷の時の電荷量

より一桁小さいが，暖い雨でもかなり帯電していること

がわかった．

　245．孫野長治（北大理）・織笠桂太郎（室工大）：降

　　　雪による地上電場の擾乱について．その5（12

　　　分）（スライド）

　1957年から60年にわたる降雪時の地上電場の観測結果

から，擾乱の原因は次の三っに分けて考えたほうがよい

ようである．

　1・比較的高い雲自身の電気分布によるもの

　2・霰と雪結結晶の摩擦により生じた雲底近くの電気

　　　分布によるものもの

　3・落下中の雪自体の荷電によると地上附近の空間分

　　　布によるもの

　2個．志尾　弥・孫野長治（北大理）：温度差のある氷

　　　の摩擦実験（2）（12分）（スライ’ド）

　前の学会で一10。C～一20。Cの室温で，二本の温度差

の有る，氷棒を摩擦すると，始めは暖かい方が負に荷電

し，後で正に荷電することを報告したが．更により暖か

い温度範囲（一2。C～一3・5。C）で実験をくりかえしたと

ころ暖かい方が始めから正に荷電することがわかった．

　又（一5。C～6。C）では（一10。C～21。C）の現象と（一

2。G～一3．50C）の室温での現象がまじっていた．

　245．菊地勝弘（北大理）：氷の融解の際の電気発生に

　　　及ぼす気泡の役割について（Il）（12分）（スラ

　　　ィド）

　雪の結晶や氷が融解する際に正電荷を得ることが多い

ということ，そして，それの獲得する電荷量は，それ等

の試料に含まれている気泡量にほず比例していることが

確かめられた．

　その際の気泡の役割は，融解表面で破裂することによ

り負に荷電された微小粒を周囲に飛散されることである

ことが実験的に確かめられた．

　そのために融解した氷は正の電荷を獲得するものであ

ろう．

　246．中村秀臣・孫野長治（北大理）：氷の融解時に放

　　　出される気泡の振舞について（12分）（スライド）

　氷が融解時に正に荷電する現象は，この際に放出され

る気泡の影響によるものと考えられている．この機構を

更に確めるためには，放出される気泡の状態を詳しく観

察する必要がある．この目的で氷片から融解の際に放出

される気泡の振舞を顕微鏡下で観測した結果，気泡の破

裂は結局氷表面の水膜の破裂に帰することがわかった．

したがって電気分離機構の破裂として考えなくてはなら

ない．

第2会場第3日（3日）13～17時

　247．柳沢善次・荒井慶子（気研台風）：北陸豪雪のレ

　　　ーダ解析（10分）（スライド）

　昭和40年1月の北陸豪雪観測期間中新潟弥彦山レーダ

による降雪セルの分布や移動等にっいての連続観測を行

なった．期間中気圧の谷の通過は2回あり，その際のレ

ダェコーの分布の変化は特徴的な性質を示し，このよう

な変化は北陸特有のものと思われる．このような気象条

件の時に発生する新潟県中部・東部の豪雪を解明するた

め，能登半島・富山湾付近のエコー分布や移動等にっい

てエコーの解析を行なった．さらにこれらのエコー特性

1965年10月

と上層風との関係にっいても調査したのでその結果にっ

いて報告する．

　248．坂上　務（九大農）：梅雨のレーダー観測（12

　　　分）（スライド）

　1964年6月19日～22日梅雨前線活動の盛んなとき・，熊

本県人吉市の日本人工降雨研究協会九州支部所属の3．2

cm波レーダーで降水エコーのレーダー観測を行ない，

降水の形態にっいて次のような知見を得たので報告す

る．

　（1）降水エコーの出現と移動の特徴およびエコー配列
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　　が風に流されること，

　（2）強雨時30mm／hにはエコーの厚さは8～10km

　　あること．

　（3）PHI，PPIスコープ上の雨量強度と地上の雨量計

　　の比較で大体一致するときの特徴

　249。立平良三（東京管区）：富士山レーダーによる顕

　　　著なエコーについて（12分）（スライド）

　富士山レーダー開設以来約1ケ年の観測結果によれ

ば，頭初予想されたとおり広大な探知範囲を持つことが

実証される．富士山レーダーは平地レーダーに比べ約5

倍の面積の可視範囲を持つことになるので，従来その全

貌をとらえることの難しかったシノプチックスケールの

現象に伴うエコーもかなり把握しやすくなった．大きい

スケールのエコーパターソの特徴の一っは，梅雨・秋雨

期における巨大な帯状エコーの頻繁な出現である．また

台風の場合も眼のまわりの降雨帯域の全体を長時間に亘

って観測できた．今回は上記の2っにっいて若干の解析

を行った．

　250・深津　林（名古屋地気）・平野　保（伊良湖測）：

　レーダー反射因子Zについて（12分）（スライド）

　気象レーダーで観測される資料は予報に必要な雨量を

直接知ることはできない．我々は反射因子Zを測定する

ことによりBとβを仮定して雨量Rを推定している．

　本年6月の梅雨期に伊良湖測と共同でロ紙による雨滴

観測とレーダー観測を実施して粒径分布から求めるZと

レーダーから求まるZを比較検討し，ZR関係にっいて

も常数を求めたので報告する．

　251。今井一郎（気研台風）：ブライトバンドの乱れに

　　　ついて（12分）（スライド）

　1957年台風5号は九州西方で温低化し，梅雨前線に沿

って本州を東に進み，6月27日夜半に東京附近を通過し

た．このときのRHIレーダー観測によると，低気圧中

心附近でブライントパンドに激しい乱れが見られる．こ

れはO。C層自体が上下にshlftすることよりも，垂直気

流により融解層が上方に持ち上げられるためと考えられ

る．そこで，ブライトパソドに簡単なモデルを与え，上

昇流があるとき雪片がどのように上昇するかを計算して

見た．

　252．岸田恭允（九大農）：対流性降水の初期レーダー

　　　　・エコーについて（第2報）（12分）（スライド）

　昨年度は，夏季の対流性降水によるレーダー・エコー

の観測から，降水の初期エコーが高度4000m以下，温

度＋6℃以上のところで発生している多くの事例を得た
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が，今回は更にレーダー等雨量演算装置を用いて降水エ

コーの構造を量的に把握し，また暖い雨に関する多くの

結果を得たので報告する．

　255．孫野長治・田沢誠一・葛西俊之（北大理）：石狩

　　　平野の降雪の綜合観測（1965年）（12分）（スラ

　　　イド）（16ミリ映画）

　昨年の経験により，スノークリスタルゾンデとUDゾ

ンデの放出点を風上の小樽にすすめて観測を行なった結

果，海上における雪雲の中の雪には雲粒付が圧倒的に多

いことがわかった．また雲の水平分布とレーダーエコー

は大体一致するが後者の分布は雲の分布に比べて非常に

不規則なことが多い．またレーダーエコーは山岳地帯の

手前で消滅する傾向がみられ，地形性降雪とは逆の様相

を呈することもあった．

　254．丸山晴久・北川寿江（気研応用）：比較的うすい

　　　雲からの降水について（12分）（スライド）

　富士山の気象資料と地上の気象資料（御殿場，太郎坊）

を用いて，雲と降水の関係を調べた．今回は1945年から

1949年にわたる5年間の資料（風向，風速，雲形，雲

量，気温，降水量）を用いて特に比較的うすい雲と降水

の関係を統計的にしらべたのでこれにっいて報告する．

　255．藤原美幸・市村市太郎・柳瀬利子（気研台風）：

　　　北陸における層状雲による降雪について（12分）

　去年の冬，長岡周辺において行った気象研究所の雲物

理観測班が行った観測の一部である飛行機観測の結果に

ついてのべる．

　256．藤原美幸（気研台風）・小山多喜子：ハワイにお

　　　ける雨滴の粒度分布の観測（12分）

　今年の夏行われたハワイ島における降雨機構プ・ジェ

クトの一部として雨滴サイズの観測を分担したのでその

結果にっいてのべる．

　257．樋口敬二（北大理）：雪の結晶の数と氷晶核の数

　　　との比較（12分）（スライド）

　現在までに観測された氷晶核の温度スペクトラムをみ

ると，一10。Cでは，氷晶核の数は，11中に0．1～1個

とされている．ところが，天然には，この’温度領域で生

成したとみられるさや状や針状の雪の結晶が，かなりの

強度で降る．過去の観測例から，これらの結晶の空間密

度をもとめてみると，11あたり，1～40個に達すること

がわかった．したがって，氷晶核の数の10倍以上の結晶

ができていることになる．このくいちがいは，現在まで

の氷晶核の測定ではっかまらない氷晶発生の機構が大気

中で起っているためと思われる．

寒天気”12．10．



569

　258．小野　晃（東大理）：氷晶核による氷晶形成過程

　　　の物理的化学的考察（12分）（スライド）

　氷晶核による氷晶形成過程に関しては，低温槽による

研究が数多くなされて来た．ここでは従来の手法とは，

観点をかえて，水，氷の特性である水素結合の形成に重点

を置いて，X線回析，赤外吸収の面から氷晶形成過程を考

察した．実験の対象として無機氷晶核の代表として沃化

銀，有機氷晶核の代表としてクロロブルシンをえらんだ．

　259．丸山晴久・北川寿江・山路　勲（気研応用）：自

　　　然氷晶核の電子顕微鏡による研究（12分）（スラ

　　　ィド）

　cold　boxの底にカバーグラスをおき，その上に落下

した氷晶のプラスチックレプリカをっくった．そのレプ

リカから電子顕微鏡にて氷晶の核をみいだし，自然氷晶

核の物質の推定を行った．今回は比較的気温の低い条件

で作用する核にっいて述べる．

　260。駒林　誠（名大理）：ハワイ島における雨水の粒

　　　度別塩濃度の時間変化及び雨水電導度ゾンデ飛

　　　揚によりえられた雨水塩濃度の高度変化につい

　　　て（序報）（12分）（スライド）

　降雨機構と雨水の塩濃度との関係を最も単純な場合に

ついて明らかにする目的で，工業起原や大陸起原の汚染

の少いハワイ島で本年7月と8月に暖かい雨と氷晶雨の

観測を行なった．

　雲底高度に近い地上観測点をえらび，雨水粒度別採水

装置6台を同時に同一地点で作用してより大きな体積の

試水を集めるとともに，採水ろうとと電極付サイフォソ

を有するラジオゾンデを飛揚して降水セルの中の雨水の

塩濃度を高度別に隔測した．これに基いて降水セル垂直

断面内の雨水塩分の等濃度線の形を推定することができ

た．

　261．鳥羽良明・田中正昭（京大理）：海塩粒子のドラ

　　　イフォールアウトの季節変化・日変化（12分）

　　　（スライド）

　昼夜連続して使用できる海塩粒子のdry－falloutgauge

を製作して，京都で2年余にわたって，核重量別fallout

の10日毎の積算個数を測定し，イソパクターによる濃度

測定との比較等により，この測定値の意味を吟昧した．

　dry　falloutは，冬期に大ぎく夏期に小さい顕著な季

節変化を示し，また，一日の中では，夜間には昼間より

一けた近く大きくなる．この日変化は，おもに相対湿度

の日変化に結びっけて説明することができ，海塩粒子の

falloutの構造がかなり明確となった．

　262・三宅泰雄・角皆静男・久保田玲恵（教育大理）：

　　　短寿命ラドン娘核種によるrainoutおよび

　　　washout過程の研究（12分）（スライド）

　大気に放出されたR・・は壊変して娘核種をっくる．こ

れらの娘核種はaeroso1粒子に付着する．降り始めの降

水を採れば，これらのうちRaCのみを7線によって測

定できる．採水直後からのRaC濃度の変化を追えば，

（1）RaCを含むaeroso1が生成してから雨滴に捕えら

れるまでの時間と　（2）その時から地上に落下するまで

の時間がわかる．夏の雷雨の場合，（1）は降り始めは3

時間以上であったが20分位にまで減少した．（2）は10～

30分であった．気象条件，RaD，F濃度などと関連され

てこれらの時間を議論する．

第2会場第3日（3日）大会研究会発表終了後

　　　　雲物理Informal　Meeting
　福田矩彦（Radiophysics　Laboratory，C．S．1．R．O．，

　Sydney）：最近の有機氷晶核研究の展望（スライド）

　新しく注目をひき始めた有機氷晶核研究の現在迄の結

果を綜合して報告する．有機氷晶核は無機氷晶核に較べ

結晶自体が柔らかく，その為適した水素結合基の配置を

もっているものは非常に有効で，沃化銀を凌ぐものもあ

る．有効かつ安価で毒性の少ないものは雲への種まきに

使われる可能性をもっが，無機物に較べ熱的に不安定の

ため発煙には適した条件を見出す必要がある．その性質

は製法に非常に依存し，分散法と凝結法では極端な差を

示すがこれは分子の回転対称性に関係があると考えられ

る．自然有機核氷晶核についても考察する．

　　　　　　　　　　第1会場第3日（3日）9時30分～12時　研究発表追加

　　　　　　　141a・駒林　誠（名大理）：惑星における蒸気大気と海洋との1成分2相系の安

　　　　　　　　　　定性について（12分）　（スライド）

大気海洋の熱的安定性を考えるため，単純化して海洋とその蒸気のみからなる大気をもつ惑星を考え，一定の
強さの太陽入射のもとで，その惑星がとりうる温度と相を吟味した．大気圧（蒸気圧）は海洋表面で飽和圧と
し，蒸気大気の温室効果を考えると平こう温度は一般的には3つあり，そのうち2つは安定平こうで大気と海洋
の2相が共存するが，他の1つは不安定な平こうで海洋はすべて蒸発して大気のみとなる可能性のあることがわ
かった．
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第12回　風に関するシンポジウム薗催について

　1・期日：1965年11月19日く金）

　2．会場：気象庁講堂（東京都千代田区大手町1の7）

　3．共催学会：日本海洋学会・日本気象学会・日本建

築学会・日本航空学会・地震学会・日本地理学会・日本

農業気象学会・日本林学会・（幹事学会）日本地理学会

　4．　プログラム

　　9．30－9．40開会のことば

1）圏搬勇（轍大理）：鯨醗岸の偏形樹と海

　　　風9．46－9．55
　2）吉野正敏（東教大理）：横断する風によって生じ

　　　　る谷の中の渦の構造　　　　　　9．55－10．10

　3）相馬清二・江口　博（気象研）：地形模型実験の

　　　乱れの影響　　　　　　　　　　10．10－10．25

　4）　今井和彦（原研）：風向別気象要素の統計

　　　　　　　　　　　　　　　　　10．25－10．40

　5）岡本雅典（気象大）：地面付近の風の垂直変動と

　　　風向変動　　　　　　　　　。　10．40－10．55

　6）坂上治郎・加藤真規子（お茶大理）：乱流境界層

　　　内の熱拡散　、，　　　　　　　10．55－11．10

　7）横山長之（気象庁）：湖面からの熱の鉛直輸送の

　　　木目似理論　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1L10－11．25

　8）　日野幹雄（電力中研）：風波の発生における大気

　　　と海とのエネルギー過程　　　　11．25」11．40

9）奥田穣・根本茂・当舎万寿夫（気象研）・宮沢

　　　久6清水良次・磯川昭（沖電気）：位相差方式

　　　による超音波風速・温度計にっいて

　　　　　　　　　　　　　　　　　11．40－11．55

10）井上栄一（農技研）・光田寧（京大防災研）・花

　　　房竜男（京大理）：超音波風速計に関する日米

　　　協同観測にっいて　　“　　　　11．55－12．10

11）高橋浩一郎・広瀬元孝（気象研）：モデル風によ

　　　る動的風庄の数値実験　　　　　13．00－13．15

12）石崎濃雄・。桂順治（京大防災研）：風による京都

　　　　タワーの振動　　　　　　　　　　13．15－13．30

13）石崎濃雄・。成　仁換（京大防災研）：吊屋根の風

　　　洞実験　　　　　　　　　　　　13．30－13．40

14）石崎澄雄・。許　昌九（京大防災研）：風による二

　　　　つの角柱の相互作用　　　　　　13145－14．00

15）石崎澄雄・光田　寧・o崔順治（京大防災研）：

　　　　ブラストフェソスに関する実験　14．00－14．15

16）中川憲治（大阪府大）・藤野勉・有田行雄・志

　　　摩徹（三菱重工）：風による煙突の振動とその

　　　空気力学的防止装置の研究　　　14．15－14．30

17）。戸川隼人・石黒登美子（航空宇宙技研）：ラソチ

　　　　ヤー附這の風の影響による小型・ケットの姿勢

　　　角および方位角変化　　　　　　14．30－14．45

18）佐貫亦男・木村茂・林弘明（東大工）：オーパー

　　　　シュートしない風向計の実験と提案

　　　　　　　　　　　　　　　　　14．45＿15．00

19）吉村稔（東教大理）：積雪期の空中写真から読

　　　んだ新潟県佐梨川流域の風の特性にっいて

　　　　　　　　　　　　　　　　　15．00－15．15

20）　光田　寧（京大防災研）：京都タワーで観測した

　　　風の記録について　　　　　　　15．15－15．30

21）佐橋　謙（京大理）：新型光電式3杯風速計の試

　　　作13．30－15．45特別講演　　「　　　　　　　　　　　曳

　L　小倉義光（東大）：モスクワにおける乱れの国除

　　　　コロキウムについて　　　　　　15．50－16．15

　2・井上栄一（農技研）：コペソハーゲソ微細気象学

　　　会議の話　　　　　　　　　　　16．15－16．40
’
3
．
河
村
　

武（東京管区気象台）1最近に挙ける局地

　　　風の研究について　　　　　　　16．40－17．05

　17．05－17．10閉会のことば

　　　　　　　　　　　　　1月　月例会のお知らせ

主題：太陽活動と放射

会期：1月28日（金）　　会場：気象庁第1会議室

申込先：杉並区高円寺北4の35の8　気象研究所高層物理研究部・関原　彊

締切：11月末日


